




g、〗

b
-

．一●璽―

―

|
 

・-
.. _.. * ') 

~ 
~, , 
と雰^

小
雪
が
舞
う

5

フ
ラ
ハ
の
レ
ト
ナ
広
場
は
寒

か`
っ
た
。
広
場
は
地
平
ま
で
見
渡

す
限
り
人

・
人

・
人
。
私
は
こ
れ
程
の
大
群
衆
を
見
た
の
は
初
め
て
。
人
口

1

2
0
万
の
プ
ラ
ハ
の
人
の
ほ
と
ん
ど
が

こ
こ

に
集
ま

っ
て
い
る
。
足
元
か
ら
深

深
と
冷
え
こ
む
寒
さ
に
人
々
は
自
然
と
飛
び
上
る
。
そ
れ
が
人
波
と
な

っ
て、

ぶ

西

iご
~

a
 

ま
る
で
海
岸
に
打
寄
せ
る
波
の
如
く
う
ね
る
。
こ
の
集
会
に

は
当
時
の
ア
ダ
メ

，

ッ
ツ
首
相
か
ら
亡
命
歌
手
の
フ

ト
カ
ま
で
が
同
じ
演
台
に
立

っ
た
。
80
万
人
の

沈
黙
し
た
冷
た
い
視
線
は
現
政
権
の
背
筋
を
射
抜
き
時
代
を
完
全
に
否
定
し
て

、
こ
。

し

t
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プラハ革命
n I 

ゼネスト
、I989~ I 2. 27. プラ Iヽ・

ヴァーツラフ広場

春
を
告
げ
る
如
く
、
怒
涛
の
よ
う
な
唸
り
声
を
あ
げ
て
立
ち
登
っ
て
き
た
。

1
9
6
8
年

8
月
20
日
深
夜
、
チ
ェ
コ
民
衆
の
「
民
主
主
義
の
胡
入
」
要
求

を
、
ソ
連
が
チ
ェ
コ
佼
入
に
よ
っ
て
押
し
つ
ぷ
し
た
。
当
時
戦
車
が
占
領
し
た

同
じ
広
場
で
、
民
衆
は
全
く
の
無
手
で
”
自
由
＂
を
勝
ち
街
た

。
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.¥89年 II月17日国民通り をデモ行進中の学生を機動隊がカ ニュ カの家 （ペートー ,,,.r. ンのハト ロン弁，,/flI: ヤン ・カニ J.カ

・ジょニアの家）のアーケードに封じ込んで虐殺した。逍端には市民の祈りを こめたローソクが灯されていた。
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沿
！
な
，

K
い

M
.、
JI

リ

・/い
＂
り
崩

壊
を
受
け
て
、
八
J
L
年

i
i
Jl
i
七

II

“
自
由
“
を
求
め
て
行
っ

た
学
生
デ

モ
を

機
動
隊
が
弾
圧
し
た
こ
と
に
よ
る
。
学

生
店
殺
に
市
民
の
怒
り
が
爆
発
。

一―

月
二
四

H
ヴ

ァ
ー
ツ
ラ
フ
広
場
に
五
〇

万
人
の
市
民
が
北
ま
っ
て
抗
議
集
会
を

間
い
た
。
そ
の
時
に

ニ
―

年
前
、
ソ
辿

に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
ド
プ
チ
ェ
ク
（
元

共
発
党
第

一
h
ぃり中
・現
・
辿
邦
議
会
議
長
）

が
初
め
て
市
民
の
前
に
姿
を
見
せ
た
。

―

-
H
二
六

H
レ
ト
ナ
広
場
で
の
八
〇

万
人
北
会
。
―

-
JJ
ニ
七

11
ゼ
ヽ
オ
ス

ト

に
突
入
。

―
二
月

一
0
日
市
民
フ
ォ

ー

ラ
ム
に
よ
る
新
政
権
の
誕
生
と
、
革
命

は
屯
光
石
火
の
勢
い
で
た

っ
た
三
辿
間

で
終
結
し
た
。

こ
の
革
命
は
実
に
静
か

に
非
暴
川
肘
に
、
股
然
と
平
和
的
に
行

な
わ
れ
た

”
柔
ら
か
な
革
命
“
で
あ
っ

た
。
そ
れ
故
”
ビ
ロ
JH
ド
卒
命
“
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
＂
半
命
を

裂
で
支
え
た
の
が
学
生
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
、

,l' 

そ
の
学
生
と
辿
僻
し
た
の
が
音
楽
家
な

ど

“
芸
術
家

に
よ
る
革
命
“
で
も
あ

っ

た
。
集
会
や
デ
モ
の
政
治
浙
説
の
間

に、

ロ
¢
ク
や
フ
ォ

ー
ク
の
人
気
歌
手
が
状

い
、
彼
ら
の
リ
ー
ド
で
民
衆
が
合
叫
し

た
。
そ
れ
は
特
枠
に
対
抗
し
た
無
手

cI

よ
る
“
歌
う
玲
命
“
で
あ
っ

た
。

(
K
)

▲国旗をマントに。チェコでは国旗が自由と民主

化のシンポルである。

▲ストライキは II月22日から 12月10日まで続いた。プラ ハの街中の建

物にピラが所狭しと貼られ，市民の情報源とな って いた。

7
 6

 



プラハの街 T
 

▲外務台 （チェルニーン 祝殿 ）の向いの下にあるパロック ▲映画「アマデウス

様式のロレッタ教会では 1時間おきに「マ I
」はプラハでロケした 。 正面の 2W,•

）アの歌」 を16 が．その時のモーツァル トの「アマ
9 94年に鋳造された27個のカリヨ ンが奏でる。

デウスの家」。その1員I

3階家は画家のムーハ （ミューシャ） の家である。
8
 



｀ l▲フラッチャニの丘，ス トラホフから眺めたプラハ市街の眺望。

～ がモルダウ即ち プルタヴァ川である 。

◄

交
幽
詩
“
わ
が

祖
国
＂
に
登
場
す
る
ヴ
ィ
シ
ェ
フ
ラ
ッ

ト

城
跡
は
現
在
文
化

人
器
地
。

ム
ー
ハ
、
ヤ
ン

・
ク
ー
ペ
リ
ッ
ク
、
カ
フ
カ
な
ど
が
葬
ら
れ
て
い
る
。

▲ フラッチャニ城。 正面のゴシック建築力'~ヴィー ト教会

である。926年に最初の円形教会が建てら れ，カルル 4世時

代 (1:344年）に現在の形が出来上 り． 完成 したのは 1929年

である。外郭の建物は大統領府 (IllF'i,;)。

▲旧市街広場の近くに作家カフカの生家がある。隣 りは陸二

コラス （ミ クラ ーシュ） 教会。 1
0
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通い年小 ►
リ たほ路フ
18 ° どがラ

番力 ＾ あッ
地 フ lるチ
の力 9 0 ャ

下は 1 こニ
宿毎 6 こ の
に 夜 年 の王
呪・ 遅 IJ 22宮
つ く）l番の
てま i地北
寝で 1の 側
た執 7 小に
° 箪年ち 16
し 5 ゃ 世
夜 ）jな紀
は - 家そ
旧仕をの
市半力 ま
街 場フま--フ し力の,, .rs羨しは黄， / -ク， 
ゲて半金,,,,, ,、ノノ ・//

＇ ▲プルタヴァ川 と正面がフラッチャニ城。石橋がカ レル橋。右岸の柳が見える建物がスメタナ博物館。

屯~ II 侮 2 悶 ；
の選生

90ユ挙 チ
・ニがェ
5 I 90コ
・ ク年ス
26な 6 ロ
- 選 月 ウ'

挙 8 ァ
運‘キ
動 9 ア
が 日 の
目に 連
を行邦
ひな譲
いわ 会
た れ 請

＾ た只
ヴ ゜を
T市 選
I民ぷ
ッ フ初
ラ オの
フ l 自

►

旧
市
街
広
場
に
は
神
学
者
ヤ
ン

・
フ
ス
の
條
が
立
つ
。

台
座

に
は
“
真
実
を
愛
し
、
真
実
を
語
り
、
真
実
を
守
れ
“
と
刻
ま

れ
て
い
る
。
革
命
の
前
年
、
そ
の
俊
の
前
で
若
者
は
＂
自
由
を
“

と
歌

っ
て
い
た
。

(
89
.
5

.
22
)

◄

市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
選
挙
運
動
で
徹
底
し
た
共
産
党
糾
弾
キ
ャ

ン

ベ
ー
ン
を
展
開
し
た
。（

堀
の
ー
辿
り
、

90
.
5
.
26
)

•

一

1
2
 



◄

3
0年
戦
争
の
英
雄
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

伯
が

17
世
紀
初
頭
に
建
て
た
華
麗
な
宮
殿
。

騎
士
の
間
で
の
堀
米
ゆ
ず
子
と
渡
辺
康
雄

の
演
奏
会
。
音
醤
の
紫
晴
ら
し
い
豪
秀
な

宮
殿
広
問
で
の

2
人
の
意
気
が
合
っ
た
熱

演
は
、
大
き
な
拍
手
を
呼
ん
だ
。
(
89
.
5

.
1
9
)
 

春'89

▲マウ リッツオ・ポ リーニはプラハでも大人気。ドヴォルジャーク・ホールはステージ上

にまで聴衆が溢れていた。(89・5・24)

1

5
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►

ル
ジ
ェ

ロ
·

ラ

イ
モ

ン
デ
ィ
の
人
気
も
楼
か
っ

ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
・ホ
ー
ル
は
通
路
も
人
で
＿
杯
゜

み
場
も
な
か

っ
た
。
ア
ン
コ

ー
ル
で
歌

っ
た

「
ド

ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
」

か
ら
の
ア
リ
ア
に
聴
衆
は
総
立
ち

て
拍
手
を
送

っ
た

89
.
5
.
21

▲ヴァツラフ・ノイマン指揖のチェコ・フィルは人気チェ リス トのヨーヨー・マ

を招き ドヴォ ルジャークの 「チェロ協奏曲」を典型的なアールヌ ーヴォー様式の

世紀末建築で有名なスメタナ・ホールに幽かせた。プラ ハで聴く ，このコンピで

のドヴォルジャークは最高であったI(89・5・24) 

1
7
 

◄
ー

9
4
5

年
に
結
成
さ
れ
、
日
本
で
も
絶
大
な
人
気
を誇
っ
て
い
た

ス
メ
タ
ナ
弦
楽
四
頂
奏
団
の
引
退
公
演
が
こ
の
年
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
だ
っ

た
。
中
世
美
術
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
て
い
る
美
術
館
の
中
に

あ
る
マ

ー
ネ
ス

・
ホ
ー
ル

で
の
最
後
の
演
奏
に
ハ
イ
ド
ン
、
ス
メ
タ
ナ
｀

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
を
聴
か
せ
て
、
聴
衆
の
熱
い
拍
手
の
中
、
花
逍
を
引

き
あ
げ
て
行

っ
た
。

89
.
5J
．
ふ
）

「
プ
ラ
ハ
の
朴
」
は

一
九
六
八
年
の
ほ

ん
の
短

い
期
間
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
に，
夫
現
し
た
比
較
的
自
由
な
政
治
休

制
を

い
う

。

し
か
し
こ

れ
は
同
年
八
H
~

二

0
11
の
ソ
辿
山
を
主
力
と
し
た

ワ
Jv

シ
ャ
ワ
条
約
機
構
軍
の
軍
小
介
入
に
よ

に

L

っ
て
、
無
惨
に
踏

み
躙
ら
れ
た
。
し
か

し
、
も
と
も
と
は
第
二
次

大
戦
直
後
の

-〗
貸
1ハ
4
か
ら
プ
〗勺
バ
吋訓
訊
勾
悶
り

り
因
闊
切
出
霰
の
名
称

ii

「
プ
ラ
ハ
の
春
」
国
際
音
楽
祭
は
、

4
[

ー

ス
ト
リ
カ
釧
妥
酎
は
脚
珀
門
た

作

鼎

家
ス

刈
夕
4
り
符
叫
念

U
吋

術

年
、
彼

ー

の
誕
上
川
到
却
用

T
コ
川
、
チ
f
可
．

フ
ィ
ル
ハ

ー

モ
ニ

ー
5W
弦
楽
団
が
油
炎

す

5
幻
刈
幻
ガ
ヴ
腐
閾
~祈祖
川
7

で
間

枇
。
六

J

ニ11
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
交
態
＂仙

第
九
番
で
硲
を
閉
じ
る
。
(K
) 1
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▼ レナード ・パー ンスタイ ンの第九は第 4楽逹て．＂自由＂を歌

った。歓喜 Freundeを自 由 Freiheitとパ リト ンと合唱が感動的

に歌いあげた。
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”
プ
ラ
ハ
の
朴
“
は
、
空
は
行
く
澄
み
、

木
々
の
緑
は
鮮
や
か
、
こ
の
街
の
代
表

的
な
並
木
で
あ
る
ア
カ
ー
ト
の
白
い
花

が
一川
に
降
り
そ
そ
ぐ
。
す
ば
ら
し
い
季

節
だ
。
政
治
体
制
が
ど
の
よ
う
に
変
ろ

う
と
も
、
モ
ル
ダ
ウ
は
静
か
に
流
れ
紬

け
る
。

国
際
背
楽
祭
は
休
制
変
化
に
よ

っ
て

様
変
り
し
た
。
チ
ェ

コ
か
ら
亡
命
し
た

ラ
フ

ァ
エ
ル
・

ク
ー
ベ
リ
ッ
ク
と
ル
ド

ル
フ

・
フ
ィ
ル
ク
ス

ニ
ー
が
帰

っ
て
氷

た
。
ク
ー
ベ
リ

ッ
ク
は
四
八
年
、
チ
ェ

コ
に
共
産
党
政
権
が
生
ま
れ
る
と
海
外

へ
亡
命
。

フ
ィ
ル
ク
ス
ニ

ー
は
そ
れ
以

前
、
第
二
次
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
の
故
国

進
攻
後
ヨ

ー

ロ
ッ
パ

に
脱
出
、
戦
後
ア

メ
リ
カ
ヘ
亡
命
し
た
。
こ
の
二
人
は
第

一
皿
の

「プ
ラ

ハ
の
朴
」
に
出
浙
し
て

以
米
四
凹
年
ぶ
り
の
星
帰
り
だ

っ
た
。

そ
し
て
第
二
回
の
音
楽
祭
に
は
、
ア
メ

リ
カ
で

If脱
に
デ
ビ

ュ
ー
し
た
ば
か
り

の
当
時
二
八
歳
の
バ

ー

ン
ス
タ
イ
ン
が

出
浙
。
彼
も
そ
の
後
、

こ
の
音
楽
祭

に

姿
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

ク
ー
ベ
リ

ッ
ク
は
五
月

―
二

日
の
間

硲
で
ス
メ
タ
ナ
の
「
わ
が
祖
国
」
を
振

り、

バ
ー
ン
ス
ク
イ
ン
は
六
月
二
El
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
を
振
っ
た
。
そ

し
て
フ
ィ
ル

ク
ス

ニ
ー
は
九

0
年
が
マ

ル
テ
ィ
ス

ー
の
牛
品
．

0
0周
年
と
い

う
こ
と
も
あ

っ
て
、
彼
の
ピ
ア
ノ
協
炎

仙
を
油
炎
し
た
。

い
ず
れ
も
チ
ェ
コ
・

フ
ィ
JV
と
の
協
油
だ
っ
た
。

ハ
ベ
ル
大

統
領
は
こ
れ
ら
の
浙
奏
会

に
は
い
ず
れ

も
鎖
を
見
せ
て
い
た
。

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
人
気
は
も
の
祓

く
、
切
符
を
手
に
で
き
な
か
っ
た
プ
ラ

ハ
市
民
の
た
め
に

、
リ
ハ

ー
サ
ル
を
公

附
し
、
六
月
三
日
に
追
加
公
浙
を
す
る

ほ
ど
だ

っ
た
。
公
附
リ
ハ

ー
サ
ル

の
時
、

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は

Tli民
フ

ォ
．ー
ラ
ム

,
 O

B
C
A
N
S
K
E
 F
O
R
U
M
"
の
「
O
F」

の
バ
ッ
チ
を
つ

け
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど

サ
小
命
後
の
初
の
自
由
選
学
を

一
週
間
後

に
控
え
、
「
プ
ラ
ハ
の
朴
」
も
選
挙
を
訟

晶
し
た

fr楽
祭
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

本
番
の
浙
炎
会
で
も
チ
ェ
コ

・
フ
ィ
ル

と
合
叫
団
の
メ
ン
バ

ー
の
多
く
が
同
じ

バ

ッ
ジ
を
胸
に
つ
け
て

い
た
。

昨
年
の

一ー

月
、
芥
命
の
際
に
ノ
イ

マ
ン

と
チ

ェ
コ

・
フ
ィ
ル

は
背
楽
家
の

先
頭
に
立
っ

て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
打

っ
た

の
で
あ
る
。
脊
楽
と
音
楽
家

は
チ
ェ

コ

の
民
主
化
の
中
で
、

エ
利
り
可
重
要
な

役
割
を
果
し
て
き
た
こ

ti明
記
し
て

rお
き
た
い
。

(
K
)

1

8

 



。
フ
ラ
ハ
索
描

巨
大
な
城
だ
ろ
う
か
？

プ
ル
ノ
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
の
野
を
抜
け

て
プ
ラ
ハ

に
向
か
う
す
阿
速
迅
路
を
走
り
、

そ
ろ
そ
ろ
街
が
見
え
始
め
る
は
ず
だ
と

息

っ
た
こ
ろ
、

夕
空
の
底
に
、
黒
々
と

し
た
胸
搬
が
見
え
て
き
た
。
低
い
丘
を

越
え
、
下
り
坂
に
か
か

っ
た
と
き
、
彼

方
は
胸
辟
宗
の
列
で
毅
わ
れ
て

い
た
。

プ
ラ
ハ

は
巨
大
な
黒
い
城
で
あ
る
。

だ
が
、
近
づ
く
に

つ
れ
、
城
は
分
解

し
て
い

っ
た
。
城
の
胸
辟
↑
と
見
え
た
の

は
、
実
は
ア
バ

ー
ト
の
四
角
い
建
物
の

辿
な
り
だ
っ
た
の
だ
。

プ
ラ
ハ

は
幻
の
城
壁
に
護
ら
れ
て
い

こ
。

t
 そ

う
い
え
ば
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
ル
ド

ル
フ
ニ
世
は
こ
こ
を
拠
点
に
し
て
い
た

の
だ

っ
た
。

ル
ド
ル
フ

ニ
世
は
宮
廷
楽

団
を
充
実
さ
せ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド

・

モ
ン
テ
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
楽
派
の
音

城

楽
家
た
ち
を
大
勢
招
い
た
。
皇
帝
は
音

楽
だ
け
て
な
く
、

芸
術
や
工
芸
品
や
珍

奇
な
も
の
の

コ
レ

ク
タ
ー
で
も
あ

っ
た
。

か
の
ア
ル
チ
ン
ボ
ル
ト
も
皇
帝
に
仕
え

た
画
家
だ

っ
た
。

い
ま
は
ウ
ィ

ー
ン
の

美
術
史
美
術
館
に
あ
る
い
く

つ
か
の
だ

ま
し
絵
も
、
か
つ
て
は
プ
ラ
ハ
の
固
殿

を
飾

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
楽
派
の
ポ
リ
フ
ォ

ニ
ー
と
ア
ル
チ
ン
ボ
ル

ト
の
だ
ま
し
絵

の
錯
北
は
、
近
づ
く
に

つ
れ
て
分
解
す

る
城
辟
だ
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

力
？
・

プ
ラ

ハ
は
実

に
見
事
な
や
り
り
で
、

訪
れ
る
者
を
迎
え
る
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

街
で

一
番
気

に
入

っ
た
場
所
が
あ
る
。

こ
こ
に
も
や
は
り
錯
此
が
か
ら
ん
で
く

る
。そ

れ
は
地
下
鉄
の
駅
に
あ
る
。

ム
ス

テ
ク
駅
の
、
ホ
ー
ム
ヘ
向
か
う
エ
ス
カ

堀

内

修

●● .. 

▲ルドルフ・フィ ルクスニーはモラヴィア出身。79歳。ナチに

抵抗して故国を去った． 巨匠の焔国は自由の到来の象徴であ っ

た。オーケス トラは敬意を持って，拍手で彼の里焔 りを歓迎し

た。

◄ ニ キタ・マカ ロ フ はソ連ペ テル ス プルク 生 。 79歳 。 現

在，スイスに住み，現役で大活躍。力強いタッチと明快

な表現力はロシアの伝統を今日に伝える代撞な一人。
2
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ミ

▲ ドヴォルジャーク，ジットナーの家

1904年5月1日ドヴォルジャークは ここ

で＇弩麻病のため急逝した。このジッ トナ

ーの家はプラハで 5度目の家であった。

2間つづき のアパートで，大勢の家族と

共に27年間住んだ。この家は現在，個人

の住宅であるため，訪問は不可である。

► チ ャイコ フスキーは 1888年に こ こを訪

れ， 90年には ドヴォルザークが ロシアを

訪問するなど親交を結んだ。

5
3
 

▲ 1880年にチャイコフスキ

ーが訪問した碑刻。

▲ ドヴォルジャ ークの胸像。

窓は彼が住んでいた部屋。

◄

畠
太
子
徳
仁
殿
下
は
浩
宮
様
の

頃
、
こ
こ
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。

▲アン トニン ・ドヴォルジャークの生家

プラ ハの近郊，ネラホゼヴェスの宿屋と肉屋の長男と して生まれた。

下に 7人の弟と妹がいた。母は土地の領主ロプコヴィツ公の執事の娘

だった。この生家の庭から直接領主の城が見える。玄関前の道を隔て

た所がネラポゼヴェス駅で，彼の汽車好きは幼児の頃のこのI菜境に影

堺されている。

▲ネラ ポゼヴェス駅。 ドヴォルジャークは大変な鉄道マニア

でもあった。

▲生家は博物館として一般に公開。家具，調度品が往時の

ままに残されている 。

5
2
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臼

し • ▲ヴィラ ・ルサルカ館（カソ ニッ チfi'I爵邸）

て現ヴ ォペラ 「ルサルカ」は このカワニッチ伯邸の奥庭にある幻想
ー在イ
般は フ

ー 的な森の池がテーマ 。 ドヴォルジャークはビアノの弟子で金細工

公 ド・ 師チェ ルマークの娘ヨセフィーナに恋心 を抱いていたが．彼女
悌lヴ ル
さォサ

はカワ ニッチ伯と結婚し．保心の ドヴォルジャークが柑いたのが

れルル I8の歌曲梨 「いとすぎ」である 。後にドヴォルジャークは ヨゼフ

て ジ カ ィーナの妹アンナ ・チェ ルマーコヴァと結婚した。
ぃ ャ 館
る 1

・: 
~ 

▲この別荘は建築当時から＂アメ リカ＂と いう名で呼ばれていた。 ドヴォル ：‘

ャーク生誕 120年祭を祝 って 記 念 品 を 整 備 し1961年に国立の記念館と して

憐l館した。

◄

ヴ
ィ
ラ

・
ル
サ
ル
カ

館

玄
閾
庭
に
あ
る
ド
ヴ

ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
胸
像
。

g

§
ぃ

▲ヴィ＇ノカ ーのドヴォルジャーク別荘

1885年春，ヴィソカー村に地所を買 って別荘を作 り， 夏はも

っばらそこで作曲し た。希板の背後に見えるのがその別荘で，

現在も緑者が住んでいる 。

5
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• ll'I (ク）・）オ放会

1665 70年に辿てられた 。正面に後光のさす

有名な監イグナチオの1象がある 。 ドヴォ ルジャ

ークはジッ トナーの家から毎日この教会を訪れ

た。 ドヴォル ジャークの葬列は監サルヴァール

教会から国民劇場を通り，聖イ グナチ オ教会を

経て， ヴィシェフラッ ト器地へと進んだ

▼監ステファン教会

ドヴォルジャー クの娘オティ リエがヨーゼフ・

スークと 1898年 II月17日にこの教会で結婚式を

あげた。立会人はドヴォルジャークの義兄のカワ

ニッチ伯であ った。 またこの日はドヴォルジャー

ク夫甚の銀婚式でも あった。

5
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◄

監
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ

ア
ク
ル

ペ
ル
ト

教
会

1
7
0
0
年
に
建
立
。
ド
ヴ
ォ

ル
ジ
ャ

ー

ク
は
新
婚
早

々
の

ー
8
7
4
1
7
8
年

こ
の

教
会
の
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
奉
職
し
た
。

彼
は
そ
の
給
料
と
個
人
教
授
の
収
入
だ
け
で

生
活
し
、
作
曲
に
専
念
し
た

名ぃヽ
▲
幽
サ

ル
ヴ
ァ

ー
ト
ル

教
会

1
5
7
8
1
8
1
年
に
か
け
て
イ

エ
ズ
ス

会
が
ク

レ
メ

ン
テ

イ
ヌ
ム
の
寄
宿
舎
の
付
屈

と
し
て
建
て
た
。

1
9
0
4
年

5
月
4
日
ド

ヴ
ォ

ル
ジ
ャ

ー
ク
の
葬
傲
が
行
な
わ
れ
た
。

◄

聖
ヴ
ォ
イ
チ

ェ
フ
教
会
の
オ
ル
ガ

ン

こ
こ

の
オ
ル
ガ
ン
は
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク

の
後
を
ヨ
ゼ
フ
・
ポ
フ
ス
ラ
フ
が
継
い
だ
。

彼
は

こ
の
数
会
の
官
舎
で
育
っ

た
。

ー表 ►
画すヴ
に るイ
ド文シ
ヴ 化 ェ
ォ人 フ診参黎
ルカ‘ フ '
ジ眠ッ
ャる ト
l器 城
ク地跡
もがに
眠あチ
るるエ

0 0 

コ
そを
の代

5
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＇ヽ
▼マーラーは 1869年にイグナウのギムナジウム

に入った。71-72年の 1年問プラハのギムナヽ；；

ウムに転校したが，父に連れられて焔郷。再び

イグナウに戻 り75年までいた。そしてウィーン

に出たのである。

• • この家は現在も居酒屋として土地っ子のたま り場にな

っている。マーラーの使用人の孫である老婆が一人でこの

店を開いている。彼女はマー ラー・フ ァンでマーラーの汽

料をダンポール箱一杯につめ込んで持っている。

5
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▲マーラ ー生家の中庭

中庭は馬車屋当時の県小屋も残 り，便所も全くその当時のままの1日式。ちょ っと使い

tllい田舎スタ イル。

▲
グ
ス
タ
フ

・
マ

ー
ラ
ー
の
生
家

マ
ー
ラ
ー
は
ウ
ィ

ー
ン
と
プ
ラ

ハ
の
中
問
に
あ
た
る
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
平
原
の
小
村
、
カ

リ
シ

ュ
ト
に
1
8
6
0
年

7
月

7
日
に
生
ま
れ
た
。
父
は
ゲ

ル
マ

ン
系
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
馬
車
屋

の
蚊
者
を
し
た
り
、

プ
ラ
ン
デ

ー
の
醸
造
を
し
た
り
、
小
ち
ゃ
な
旅
籠
を
し
た

り
し

て
い

た
。
そ
の
生
家
は
今
も
残
り
、
往
時
の

ま
ま
の
面
影
の
居
酒
辰
で
あ
る
。

マ
ー
ラ
ー
に
は

12
人

15
人
北

1

8
人
は
11r
圃
の
兄
弟
が
い
て
、
彼
は

2
番
目
。
幼
少
か
ら
音
楽
的
オ

能
を
見
せ
、
父
は
マ

ー
ラ
ー
の
オ
能
を
伸
ば
す
た
め
、

こ
の
家
を
使
用
人
に
設

っ
て
生
ま

れ
た
年
の

12
月
に
は
近
く
の
都
市
イ
グ
ラ
ウ
市
に
移

っ
た
。

マ
ー
ラ
ー
は

2
歳
で
す
で
に

数
百
の
民
謡
や
近
く
に
駐
屯
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
軍
歌
を
党
え
た
と

い
う
。 5

8
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►

ヤ
ナ
ー

チ
ェ
ク

は

6
4歳
の
時
カ
ミ
ラ

・

シ
ュ
テ
ス

ロ

ヴ
ァ
ー

と
い
う
既
婚
の
若
い
女
性

と
知
り
合
い
、
2
人
は
離
れ

て
住
ん
で
い
た
た
め
手
紙
に
よ
る
愛
の
往
復
笞
簡
を
交
わ
し

た
。

1
8
2
7
年

8
月
12
日
、
故
郷
フ
ク
ヴ

ァ
ル
デ

ィ

に

彼

女

を

招

待

そ

の
時
彼
女
の

息
子
が
森
で
迷
子
に
な

っ
た
の
を
探
し
回

っ
て
風
邪
を
ひ
き
、
肺
炎
を
併
発
し
て

74
歳
の

生
涯
を
閉
じ
た
。

ヤナーチ ェク は1854年 7月3日にチ

ェコス ロヴァキアの中部モ ラヴィア地

方の北，ボーランドとの国境に近い町

オストラヴァ （ここで亡〈な った）か

ら南へ25キロほど行った小村フクヴァ

ルディ の小学校で生まれた。父はその

小学校の貧乏教師で10番目の子供だっ

た。生家は現在も小学校として残って

いる。小学校を出ると父の知人を新っ

て，モ ラヴィアの首都プルノ ヘ行き ，

監アウグスチノ 会脩迫院付底音楽学校

の給只生とな った。後プルノの師範学

校へ通い， 途中でプラハのオルガン学

校へ留学。国家試験に合格したので母

校の師範学校で音楽を教える傍，市民

合唱団の指揮者として活躍。 1881年に

プルノ・オルガン学校を創立 しその校

長に就任した。

▲プルノ ・オルガン学校

1881年ヤナーチ ェク は自身が学んだプラハ ・オルガ

ン学校になら って， プルノ ・オルガン学校を創設した

◄ プルノ ・ オルガ ン学校の裏にヤナー

チェクの自宅があった。現在は記念館

として一般公開されている。

1854-1928 

▲記念館の中はヤナーチェク在世中の

ままに部屋が保存さ れ，彼の作曲机な

どが残されている。

◄ 高西なヤナーチェク宅の全最。 右側

にオルガン学校がある。 6
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►

人
メ

タ

ナ
博
物
館

カ
レ
ル
橋
の
た
も
と
か
ら
国
民
劇
場

へ
の
河
岸
の
追
を
ス
メ
タ
ナ
河
岸
と
い
う
。
開
物

館
は
仇
の
た
も
と
に
あ
る
十
字
架
広
場
か
ら
歩

い
て
す
ぐ
の
右
側
に
あ
る

ー
9
3
6
11

川
帥

ポ

ヘ
ミ
ア

・
ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
様
式
で
、
か
つ
て
旧
市
街
水
車
小
展
が
あ

っ
た
所

。

スメタナ

▲スメタナ博物館の前にある ス

メタナの1象。

◄

ラ
ジ

ャ

ン
ス

キ
ー

宮
股

1

8
6
2

年
に
建
て
ら

れ
た
ネ
オ
ル
ネ

ッ

サ
ン
ス

様
式
の

こ
の
建
物
に

ス
メ
タ
ナ
は

1
8
6
3
1
6

9
年
ま
で
住
ん
だ

現
在
は
映
画
の
ア
カ

デ

ミ
ー
に
な

っ
て

い
る

▲
こ
こ

に
は
ス
メ
タ
ナ
の
自
箪
草

稿
、
害
節
な
ど
ス
メ
タ
ナ
に
関
す

る
汽
料
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。

6
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▲金の一角獄スメタナの家

お伽噺の国みたいな旧市街広場と ．鉄の通 りとの角

にある建物にスメタナは I848年 8月から住んだ。カチ

ェリナ ・コラージョ ヴァーとの新婚生活も ここで送っ

た。プラハの 1日市街の建物の番号はこの家を起点とし

て一連の番号がついている。写真の右から 3番目の 4

階家がスメタナの家で．左から 2軒目の家にカフカや

シュヴァイツ ァーが住んでいた。

スメタナはポヘミ アのリト ミシュ ル城付のピール醸

造人を父に，城主の蚊者の娘を母に 1824年 3月 2日リ

トミシ ュルで生まれた。長男だけれ ど l人の姉と 5人

の異母姉がいた。43年にピールで有名なピルゼンのギ

ムナ ジウムを卒業後，父の反対を押し切ってプラハに

上京。45年からトゥーン伯家の1主み込み音楽家庭教師

として 3年間働いて菩財，その仕琢を恋人 （後の 必力

チェリナ）に該って，音楽塾を開講すると 同時に演奏

活動に入った。56-61年にかけてスウェ ーデンのイエ

ーテポ リの指捕者として活躍 したが，祖国に反オース

トリ アの国民運動が勃典。急拠陥国 して音楽面での先

頭に立ち，新 しい民族音楽を作り出す指導者として作

曲，指揮評論と幅広い活躍をした。50歳の時に聴党

を失ったが，79年不朽の名作交響詩「わが祖国」を作

曲し た。 6
2
 



「
プ
ラ
ハ
の
介
」
の
初
11
に
は
、
紺
年

必
ず
「
わ
が
祖
川
」
が
浙
炎
さ
れ
る
。

「
プ
ラ
ハ
の

介
」

は
、
ス
メ
ク
ナ
で
始

ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も

「
プ
ラ
ハ
の
朴
」
の
初

11
と
決
め
ら
れ

て
い
る
五
月
十
二
LI
は、

ス
メ
タ
ナ
の

命

11
な
の
だ
。

••• 

プ
ラ
ハ
の
街
に
は
い
く
つ
も
ス
メ

タ

ナ
が
あ
る
。

ス
メ
タ
ナ
関
物
館
は
、
プ

ル
ク
ヴ

ァ
川
に
面
し
た
市
の
中
心
部
に

あ
る
。
そ
の
す
ぐ
前
に
は
立
派
な
ス
メ

ク
ナ
の
像
が
あ
る
。
附
物
館
の
あ
る
川

沿
い
の
辿
り
の
名
も

ス
メ
タ
ナ
だ
。

コ

ン
サ
ー
ト
・
ホ

ー

ル
は
ス
メ
タ
ナ

・
ホ

|

IV
だ
し
オ

ペ
ラ

・
ハ
ウ

ス
は
ス
メ
タ

ナ
削
場
。
背
楽
琢
の
大
勢
眠

っ
て

い
る

ヴ
ィ
シ
フ
ラ
ッ
ド
臨
地
で
も
、
ス
メ
タ

ナ
の
浴
は
ひ
と
き
わ
立
派
で
あ
る
。
椛

芥
的
な
大
ス
ク
ー
だ

っ
た
チ
ェ
コ
の
ソ

プ
ラ

ノ
、

エ
マ

・
デ
ス
テ
ィ
ノ
ヴ

ァ
ー

（
エ
ミ

ー
・
デ
ス
テ
ィ
ン
の

名
で
知
ら
れ

る
。
映
圃

に
も
な
っ
た
）
の
ぃ
沿
も
大
し

た
も
の
だ
け
れ
ど
、
ス
メ
ク
ナ
の
ほ
う

が
格

t
だ
ろ
う
。

チ
ェ
コ
で
故
も
栄
秤
を
受
け
て

い
る

の
は
、
疑

い
も
な
く
ス
メ
ク
ナ
で
あ
る
。

確
か
に
そ
の
栄
袢
に
価
す
る
。
作
か
ら

咋
楽
が
成
咄
ん
で
、
ど
こ
に

い
っ
て
も
ヴ

ァ
イ
オ
リ

ン
弾
き
が

い
る
と
い
わ
れ
る

••

••

•
•• 

チ
ェ
コ
だ
け
れ
ど
、
チ
ェ
コ

人
の
立
11
楽

を
作
り
上
げ
た
の
は
ス
メ
ク
ナ
だ
っ
た

の
だ
か
ら
。

◆
 

ベ
ド

ル
ジ
フ

・
ス
メ
ク
ナ
は
、
ボ
ヘ

ミ
ア
の
束
部
に
あ
る
リ
ト
ミ
シ
ェ
ル

と

い
う
小
都
市
で

一
八
二
四
年
に
生
ま
れ
、

一
八
八
四
年
プ
ラ
ハ
で
亡
く
な
っ
て

い

る
。
ベ
ド

ル
ジ
フ
は
ド
イ

ツ
話
の
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ
に
あ
た
り
、
そ
う
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

ベ
ド
ル
ジ
フ
・
ス
メ
タ
ナ

い
ま
の
プ
ラ
ハ
を
見
る
と
、
さ
ぞ
辛

福
な
生
棚
を
送
っ

た
の
で
は
な

い
か
と

息

っ
て
し
ま
う
が
、
そ
う
で
も
な
か

っ

た
。
と

い
う
よ
り
、
よ
く
も
こ
れ
だ
け

小
述
が
巫
な
る
も
の
だ
と
院
く
く
ら
い
。

音
楽
好
き
の
少
年
が
成
長
し
、
プ
ラ

ハ
で
5
U

楽
家
と
し
て
生
き
て

い
け
る
よ

6
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►

ス
メ
タ
ナ
の
胸
像

（
ス
メ
タ
ナ

閲
物
館
）

堀

内

修

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
て
か
生
ん
だ
五
人
の
作
曲
家

▲スメタナ・ダ リポルの塔

スメタナは国民劇場の起工式の祝典用オペラと して rダリ

ポル」を作曲し た。これは彼の 3曲目のオペラである。この

塔は中世の牢獄として使われたもので，プラハ城の北側， 槌

イジー教会から坂を下って行くと出会う 。途中を左手に入る

とそ こは中世の街並を残す＂黄金小銘＂である 。

◄ ス メタナの器

スメタナは83年頃か ら栢神躇乱を起 し. 60歳の祝賀を受け

られる状態でな く,84年の 4月に フラ ハの籾神病院に移され．

1884年 5月12日永眠し た。彼も ヴィシェフラッ トの経地に埋

葬さ れた。この名脊器地は 1870年代に枢機卿のヴァーツ ラフ

・シュ トゥルツの発案に よって作られた ものである。
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う
に
な
っ
た
の
は
良
か
っ
た
。
立
派
な

師
に
も
恵
ま
れ
た
。
恋
愛
を
し
て
そ
の

相
手
と
結
婚
で
き
た
の
も
良
か
っ
た
。

だ
が
、
自
分
に
似
て
音
楽
的
才
能
が
あ

る
と
息
わ
れ
た
愛
す
る
子
供
に
死
な
れ

て
し
ま
う
。

悲
嘆
に
く
れ
て
作
ら
れ
た
ピ
ア
ノ

三

重
奏
鼎
卜
短
調
を
、

他
人
は
あ
り
が
た

く
受
け
入
れ
る
が
、
本
人
の
楊
は
そ
れ

で
癒
さ
れ
な
い
。

ス
メ
タ
ナ
は
複
も
失
な
う
。
立
ち
直

っ
て
次
の
恋
愛
を
す
る
が
、
不
幸
を
味

わ
っ
た
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

演
炎
家
と
し
て
も
、
多
く
の
失
敗
を

重
ね
る
。
肝
心
の
作
曲
家
と
し
て
だ
っ

て
、
新
し
い
チ
ェ
コ
の
音
楽
に
対
す
る

見
解
の
相
違
か
ら
、
敵
が
で
き
、
ド
イ

ツ
的
な
音
楽
だ
と
い
う
非
難
が
い
つ
も

つ
き
ま
と
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
同
様
、
耳
が
聴
こ

え
な
く
な
っ
た
。
音
楽
家
と
し
て
は
悲

劇
的
と
し
か
言

い
よ
う
の
な
い
運
命
だ
。

そ
れ
で
も
作
鼎
を
続
け
、
傑
作
を
占
い

た
の
だ
が
、
指
揮
者
と
し
て
の
活
動
は

で
き
な
く
な
り
、
や
が
て

ft窮
す
る
。

作
品
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
き

は
晩
年
だ
っ
た
。
ず
っ
と
前
に
虫
り
い
た

オ
ペ
ラ
「
リ
ブ

シ
ェ
」
の
初
浙
を
、
ス

メ
タ
ナ
は
見
る
こ
と
は
で
き
た
が
聴
く

が
、
招
か
れ
る
ま
ま
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の

イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
に
、
指
揮
者
と
し
て
お

も
む
い
た
の
は
、
革
命
失
敗
後
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
弾
圧
が
強
ま
っ
て
い
て
、

。フ
ラ
ハ
の
居
心
地
が
良
く
な
か
っ
た
か

ら
で
も
あ
り
そ
う
だ
。

ス
メ
ク
ナ
が
イ
ェ

ー
テ
ボ
リ
に
滞
在

し
て
い
た
の
は
、
お
よ
そ
五
年
間
。
ず

っ
と

い
た
わ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ハ

に
帰

っ
た
り
も
し
て
い
る
。

こ
の
間
妻
を
失

な
い
、

二
度
目
の
結
婚
を
し
た
。

ス
メ
タ
ナ
が
離
れ
て
い
る
あ
い
だ
に
、

プ
ラ
ハ
は
大
き
く
変
っ
た
。
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
反
動
的
な
支
配
が
緩
み
、
チ
ェ

コ
人
の
文
化
が
台
頭
し
て
き
て
い
た
。

や
が
て
チ
ェ

コ
語
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
、

チ
ェ
コ
人
の
国
民
劇
場
が
設
立
さ
れ
る
。

ス
メ
ク
ナ
は
、
ド
イ
ツ
色
の
強
い
プ
ラ

ハ
を
出
て
、
チ
ェ

コ
色
の
強
い
プ
ラ
ハ

に
柚

っ
て
き
た
の
だ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん

偶
然
帰

っ
て
き
た
の
で
は
な
く
‘

。フ
ラ

ハ
の
尖
貌
を
見
て
の
婦
郷
だ
っ
た
。

民
族
じ
義
の
先
頭
に
立
つ
音
楽
家
と

し
て、

ス
メ
タ
ナ
は
迎
え
ら
れ
る
は
ず

ば

っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
と
は
う
ま
く
運

ば
な
い
。
新
し
く
で
き
た
仮
の
劇
場
の

楽
此
に
は
な
れ
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
劇

ル
の
監
仔
と
対
立
し
た
く
ら
い
。

オ
ペー

「
売
ら
れ
た
花
嫁
」
の
上
演

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

と
ど
め
は
梢
神
錯
乱
で
あ
る
。。
フ
ラ

ハ
が
ス
メ
ク
ナ
の
生
誕
六

0
年
を
祝
っ

た
と
き
、
本
人
は
も
う
何
も
わ
か
ら
な

い
状
態
に
な

っ
て

い
た
。

ス
メ
タ
ナ
が

死
ん
だ
の
は
粘
神
病
院
で
、
狂
気
の
発

作
の
末
の
死
だ
っ
た
。

チ
ェ

コ
の
音
楽
を
切
り
間
い
た
人
物

は
、
ド
イ
ツ
語
で
教
育
を
受
け
た
。
ド

イ
ツ
語
は
名
人
だ
っ
た
が
、
チ
ェ
コ
語

は
少
々
弱
か
っ
た
。
国
民
的
オ
ペ
ラ
を

k
り
こ
う
と
活
動
を
始
め
た
と
き
、
ま
ず

チ
ェ
コ
語
を
し

っ
か
り
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
だ
。

ス
メ
タ
ナ
の
生
き
た
時
代
の
ボ
ヘ
ミ

ア
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
下
に
あ

っ
た
。
だ
が
そ
れ
で
安
定
し
て
い
た
の

で
は
な
く
、
大
き
く
ゆ
れ
動
い
て
い
た
。

ス
メ
タ
ナ
が
ト
ゥ

ー
ン
伯
爵
家
の
家

庭
教
師
を
辞
め
、
立
U
楽
家
と
し
て
自
立

し
よ
う
と
四
苗
八
苦
し
て
い
た

一
八
四

八
年
は
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
革
命
の
季
節

だ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
二
月
革
命
に
始

ま
り
、
六
月
に
は
プ
ラ
ハ
で
も
払
命
が

起
り
、
失
敗
し
た
。

ス
メ
タ
ナ
は
こ
の

と
き
か
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
と
し
て

の
意
識
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
る
。

音
楽
学
校
を
開
い

て
成
功
し
た
の
だ

が
、
ス
メ
タ
ナ
の
国
民
作
曲
家
と
し
て

の
評
価
を
称
め
る
が
、
続
く
「
ダ
リ
ボ

ル
」
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
的
、
ド
イ
ツ
的

だ
と
い
う
批
判
を
浴
び
た
。

批
判
が
ま

っ
た
＜
的
ば
ず
れ
だ

っ
た

わ
け
で
は
な
い

。

ス
メ
タ
ナ
の
音
楽
的

な
基
熊
は
、
確
か
に
ド
イ
ツ
に
根
ざ
し

て
い
た
。
若
い
こ
ろ
、
プ
ラ
ハ
を
訪
れ

た
リ
ス
ト
の
演
奏
に
感
動
し
た
ス
メ
タ

ナ
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
語
法
に
接
近
し、

リ
ス
ト
自
身
と
も
親
し
く
接
し
て
い
た
。

と
は
い
え
、
ス
メ
タ
ナ
が
目
ざ
し
た

の
は
や
は
り
独
自
の
チ
ェ
コ
国
民
音
楽

だ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
新
し
い

音
楽

の
潮
流
に
沿
っ
た
、
芸
術
音
楽
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
だ
が
、
チ

ェ
コ
の
国
民
音
楽
は
、
民
謡
の
上
に

こ

そ
築
か
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
勢
力

が
強
か
っ
た
の
だ
。
「
売
ら
れ
た
花
嫁
」

以
後
の
ス
メ
タ
ナ
は
、
そ
ち
ら
の

一
派

に
と
っ
て
は
裏
切
り
者
だ
っ
た
の
だ
。

今
日
で
は
は
っ
き
り
と
ス
メ
ク
ナ
の

正
し
さ
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
が
プ
ラ
ハ
の
人
々
の
主
流
の
意
見

に
な
る
の
は
、
本
人
が
晩
年
を
迎
え
た

こ
ろ
だ

っ
た
。

チ
ェ
コ
の
国
民
的
な
音
楽
を
樹
立
し

よ
う
と
し
た
ス
メ
タ
ナ
が
、
オ
ペ
ラ
を

6
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そ
の
作
品
の
主
軸
に
す
え
た
の
は
、
当

然
だ

っ
た
ろ
う
。
言
薬
と
結
び
つ
い
た

オ
ペ
ラ
と
そ
し
て
標
題
音
楽
こ
そ
、
民

族
意
識
の
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か

も
時
代
は
、
ド
イ
ツ
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
、

イ
タ
リ
ア
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
が
出
現
し
、

音
楽
と
言
薬
と
の
結
合
が
謳
わ
れ
て
い

、J
o

f
 ス

メ
タ
ナ
の
代
表
作
と
し
て
、
い
ま

も
世
界
中
で
上
演
さ
れ
て

い
る
「
売
ら

れ
た
花
嫁
」
は
、
民
謡
を
多
く
取
り
入

れ
、
徹
頭
徹
尾
チ
ェ
コ
的
で
あ
っ
た
た

め
、
初
浙
さ
れ
た
と
き
か
ら
大
人
気
を

博
し
て
い
た
。
専
門
家
の
批
判
は
あ
っ

た
け
れ
ど
、
結
局
は
成
功
を
収
め
た
。

愛
国
的
な
内
容
の
「
ダ
リ
ボ
ル
」
や
、

祝
典
と
し
て
上
演
す
る
た
め
に
書
か
れ

た
、
チ
ェ
コ
建
国
の
女
神
を
主
人
公
と

し
た
「
リ
プ
シ
ェ
」
は
、
ス
メ
タ
ナ
の

力
作
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
結
局
は
受

け
入
れ
ら
れ
た
も
の
の、

「
ダ
リ
ボ
ル
」

は
初
演
で

つ
ま
づ
い
て
し
ま

っ
た
し
、

「
リ
プ
シ
ェ
」
に
至
っ
て
は
、
初
浙
の
機

会
す
ら
な
か
な
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
ダ
リ
ボ
ル
」
も
「
リ
プ
シ
ェ
」
も
含

め
「
売
ら
れ
た
花
嫁
」
以
外
の
七
つ
の

オ
ペ
ラ
（
そ

の
ほ
か
に
未
完
の

「
ヴ
ィ

オ
ラ
」
が
あ
る
か
）
は
、

今
日
チ
ェ
コ

以
外
の
国
で
は
ほ
と
ん
ど
上
浙
さ
れ
な

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
か
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ

ャ
ー
ク
か
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ッ
ク
か
、

ド
ヴ
ォ
ジ
ャ

ー
ク
か
？

チ
ェ
コ
語
読
み
に
近
い
カ
タ
カ
ナ
だ

と
ド
ヴ
ォ
ジ
ャ

ー
ク
ら
し
い
。
こ
こ
で

は
い
ま

一
般
的
な
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク

と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
。
立
派
な
人
物

だ

っ
た
か
ら
、
多
少
の
読
み
違

い
は
大

目
に
見
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
は

一
八
四

一
年

に
生
ま
れ
、

一
九

0
四
年
に
亡
く
な
っ

こ
。

t
 生

ま
れ
た
の
は
ブ
ル
タ
ヴ
ァ
川
に
沿

っ
た
ボ
ヘ
ミ
ア
の
村
｀
不
ラ
ホ
セ
ヴ
ェ
ス

で
、
プ
ラ
ハ
か
ら

お
よ
そ
三

0
キ
ロ
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

い
ま
は
も
ち
ろ
ん
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
だ
が
、
生
ま
れ
た
と
き
は

（
そ
し

て
死
ん
だ
と
き
も
）

村
は
ミ
ュ

ー
JV

ハ

ツ
ゼ

ン
と
い
う
名
だ

っ
た
。

肉
松
と
旅
館
と
い
う
、
日
本
で
は
あ

ま
り
考
え
ら
れ
な

い
と
り
合
わ
せ
を
生

業
に
す
る
家
に
、

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク

は
生
ま
れ
た
。
長
男
だ

っ
た
の
で
商
売

を
批
ぐ
こ
と
に
な
る
は
ず
だ

っ
た
。
肉

屈
に
な
る
た
め
の
修
業
を
し
て
、
肉
屋

ァ
ン
ト
ニ
ン
・
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク

い
。
愛
国
の
限
界
と

い
う
こ
と
か
。
民

謡
を
基
本
に

し
た
「
売
ら
れ
た
花
嫁
」

の
よ
う
な
オ

ペ
ラ
こ
そ
：
・
ー
：
と
考
え
た

人
た
ち
の
謡
見
も
、

一
理
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

「
売
ら
れ
た
花
嫁
」
の
成
功
で
、
国
民

劇
場
の
指
揮
者
と
な
り
、
反
対
派
と
争

い
つ
つ
も
、
梢
力
的
に
活
動
し
て
い
た

ス
メ
タ
ナ
だ
が
、
幻
聴
が
始
ま
り
、
耳

の
病

い
が
悪
化
し
て
、
引
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
一

八
七
四
年
、
ス
メ
タ
ナ

は
プ
ラ
ハ
を
去
り
、
ヤ
プ
ケ
ニ
ツ
ェ
村

の
娘
術
の
家
に
移
っ

た
。
聴
力
を
失
な

い
、
仕
事
を
失
な
っ
た
音
楽
家
は
、
し

か
し
こ
こ
で
旺
盛
な
創
作
力
を
発
揮
し

た
。
「
モ
ル
ダ
ウ
11

ブ
ル
タ
ヴ

ァ
」
を
第

二
曲
と
す
る
連
作
交
脚
詩
「
わ
が
祖
国
」

が
書
き
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
弦
楽
四

籠
奏
仙
「
わ
が
生
涯
よ
り
」
を
は
じ
め

と
す
る
室
内
楽
仙
も
作
ら
れ
る
。

オ
ペ
ラ
は
無
理
か
と
も
111
心
わ
れ
た
が
、

ス
メ
タ
ナ
に
は
ま
だ
十
分
な
力
が
あ
っ

た
。
「
U
づ
け
」
「
秘
密
」
「
悪
廊
の
壁
」
は
、

こ
の
時
期
に
な

っ
て
作
鼎
さ
れ
た
オ
ペ

ラ
で
あ
る
。

• 

一
八
八

二
年
、
「
売
ら
れ
た
花
嫁
」

の

千
回
目
の
上
油
が
行
な
わ
れ
、
「
わ
が
祖

川
」
の
初
演
が
あ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り

の
組
合
か
ら
免
状
を
も
ら
っ
た
の
だ
が
、

音
楽
の
オ
能
を
見
つ
け
る
人
た
ち
の
お

か
げ
で
、
肉
屋
に
は
な
ら
ず
じ
ま
い
。

生
家
は

い
ま
記
念
館
と
な

っ
て

い
る
。

す
ぐ
近
く
に
鉄
道
の
線
路
が
走
り
、
駅

が
あ
る
。
こ
の
鉄
道
が
敷
か
れ
た
の
は

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
が
八
歳
の
と
き
だ

っ
た
。
村
の
学
校
の
先
生
が
オ
ル
ガ
ン

教
師
で
、
音
楽
の
基
礎
を
学
び
始
め
た

の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
で
あ
る
。
音

楽
も
熱
心
に
学
ん
だ
が
、
夢
中
に
な
っ

た
の
は
汽
車
の
方
だ

っ
た
。
線
路
を
ゆ

＜
汽
車
の
雄
姿
を
、

胸
を
と
き
め
か
せ

て
眺
め
た
。

音
楽
と

一
生
つ
き
合
う
が
、
鉄
道
好

き
も
紐
い
た
。
プ
ラ
ハ
で
は
毎
朝
駅
ま

で
散
歩
し
、
出
発
す
る
列
車
、
到
辛む
す

る
列
車
を
見
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
機
関

車
の
型
や
番
号
を
熟
知
し
て
い
た
し
、

時
刻
表
に
も
く
わ
し
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
ヘ
行
く
の
を
決
意
し
た
の

も
、
ア
メ
リ
カ
の
列
車
や
駅
を
見
ら
れ

る
か
ら
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る

ふ
し
が
あ
る
。

実
際

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
も
駅
通
い
を

し
た
。
こ
の
と
き
は
、
汽
車
だ
け
で
な

<
、
汽
船
に
も
関
心
を
持
ち
、
駅
と
同

じ
く
ら
い
、
港
に
も
通

っ
た
。

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
の
生
き
た

一
九

世
紀
後
半
は
、
工
業
化
が
秤
し
く
進
ん

だ
時
代
だ
っ
た
。
そ
し
て
当
時
の
ボ
ヘ

ミ
ア
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
帝
国
内
で

工
業
化
の
先
端
に
立
つ
と
こ
ろ
だ

っ
た
。

ボ
ヘ
ミ
ア
の
野
に
及
ん
だ
時
代
の
先
端

と
最
初
に
接
触
し
て
以
米
ド
ヴ
ォ
ル
ジ

ャ
ー
ク
は
、
現
代
の
少
年
た
ち
が
先
端

技
術
を
ゲ
ー
ム
や
バ
ソ
コ
ン
か
ら
切
り

わ
け
て
い
る
よ
う
に
、
鉄
道
と
し
て
切

り
取
っ
た
の
で
あ
る
。

ボ
ヘ
ミ
ア
は
と
て
も
音
楽
の
盛
ん
な

と
こ

ろ
で
、

ド
ヴ
ォ
生
シ
ャ

ー
ク
は
少

年
の

こ
ろ
か
ら
楽
器
を
演
奏
し
、
音
楽

• 

6
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►

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
胸
像
（
ド
ヴ
ォ

ル
ジ

ャ
ー
ク
の
偲

琢
て）

か
ら
、
ス
メ
タ
ナ
の
栄
光
が
始
ま

っ
た
。

し
か
し
残
さ
れ
て
い
る
年
月
は
こ
く
わ

ず
か
だ

っ
た
。

ス
メ
タ
ナ
は
、
謙
虚
な
性
格
だ

っ
た

が
、
人
に
よ
っ
て
は
変
わ
り
者
と
見
ら

れ
た
。
病
弱
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

恋
愛
に
お
い
て
は
梢
熱
的
で
、
音
楽
に

対
し
て
は
い
つ
も
真
剣
そ
の
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。
聴
力
を
失
な
っ

た
が
、
目

は
も
と
も
と
近
眼
で
、
度
の
強
い
眼
鏡

を
離
さ
な
か

っ
た
。

►

プ
ラ
ハ
の
ス
メ
タ

ナ
ゆ
か
り

の
金
の

＿
角
獣

の
家 ヽ
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に
親
し
ん
だ
。
得
意
だ
っ

た
の
は
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
で
、
村
中
で
評
判
に
な
っ
た
。

プ
ラ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
学
校
に
入
っ
た

の
は
十
六
歳
の
と
き
だ
っ

た
。
そ
れ
以

米
こ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
首
都
と
深
く
結
び

つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

何
し
ろ
そ
の

こ
ろ
の
プ
ラ
ハ
は
、
ド

イ
ツ
恩
の
音
楽
的
中
心
の

一
っ
だ
っ

た
。

さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
家
た
ち
が
や
っ
て
き

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
た
。
ベ

ル
リ
オ
ー
ズ
に
リ

ス
ト
に
ワ
ー
グ
ナ
ー

と
い
う
具
合
。
刺
激
的
な
都
市
か
ら
刺

激
を
受
け
た
。

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
は
竹
し
く
、
コ

ン
サ
ー
ト
を
聴
く
骰
用
な
ど
全
然
な
か

っ
た
が
、
な
ん
と
か
も
ぐ
り
込
ん
で
、

い
ろ
い

ろ
聴
い
た
。

オ
ル
ガ
ン
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、

ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
な
り
、
は
じ
め
は
小

さ
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
弾
き
、
や
が
て
、

の
ち
に
国
民
劇
場
と
な
る
仮
の
劇
場
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
な

っ
た
。

こ
こ
で
数
多
く
の
オ

ペ
ラ
上
演
に
加

わ
り
、

音
楽
的
な
財
産
を
蒋
栢
し
た
。

蒋
梢
す
る
だ
け
で
な
く
、
表
現
に
も
か

か
っ
た
。

ま
だ
劇
場
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
屈
す

る
前
か
ら
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
作

圧
力
は
緩
め
ら
れ
て

い
た
が
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
哀
え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。

こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、

芸
術
の

ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

ス
メ
ク
ナ
は
、
民
族
的
オ

ペ
ラ
を
望
ま

れ
、
そ
れ
に
応
え
た
が
、
ワ
ー
グ
ナ
ー

的
で
あ
り
過
ぎ
る
と
い
う
批
判
を
、
絶

え
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
現
は
、

音
楽

な
ら
オ
ペ
ラ
か
椋
辿
音
楽
が
最
も
ふ
さ

、
o

わ
し

し

決
し
て
民
族
訟
識
が
乏
し
か

っ
た
わ

け
で
は
な
い
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
だ
が
、

成
果
を
挙
げ
た
の
は
、
純
音
楽
だ
っ
た
。

と
は
い
え
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
は

多
く
の
オ
ペ
ラ
を
手
が
け
て

い
る
。
今

日
で
は
「
ル
サ
ル
カ
」
が
知
ら
れ
て
い

る
く
ら
い
だ
が
、
「
悪
邸
と
カ
ー
チ
ャ
」

「デ
ィ
ミ
ー
ト
リ
ー
」

な
ど
が
出
か
れ

て
い
る
。

十
年
以
上
も
オ
ペ
ラ
の
劇
場
で
演
奏

し、

当
時
大
騒
ぎ
さ
れ
た
ワ

ー
グ
ナ
ー

に
も
大
変
く
わ
し
か
っ
た
ド
ヴ
ォ
ル
ジ

ャ
ー
ク
は
、
実
は
立
派
な
オ
ペ
ラ
作
仙

家
だ
っ
た
。
オ
ペ
ラ
に
手
を
そ
め
な
か

っ
た
プ
ラ
ー
ム
ス
と
は
追
う
。

「ル

サ
ル
カ
」
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他

の
オ
ペ
ラ
も
あ
な
ど
れ
な

い
。

こ
れ
か

鼎
は
始
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
の

こ
ろ
の

多
く
の
作
品
は
、
自
分
自
身
で
破
棄
し

て
い
る
が
「
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
た
め

の

ボ
ル
カ
と
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
」
な
ど

い
く

つ

か
が
残
さ
れ
て
い
る
。

作
品

一
と
な
っ
た
の
は

一
八
六

一
年

の
弦
楽
五
直
奏
曲
だ
が
、

そ
れ
か
ら
室

内
楽
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
作
ら
れ
た
。
や
が

て
交
細
菰
叫

オ
ペ
ラ
と
拡
大
し
て
ゆ
く
。

先
鉗
ス
メ
タ
ナ
と
知
り
合

っ
た
の
は
、

劇
場
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
を
務
め
て
い
た

と
き
。
ド
イ
ツ
的
な
基
盤
の
上
に
立
つ

ス
メ
タ
ナ
と
、
ド
イ
ツ
語
が
あ
ま
り
上

手
に
な
ら
ず
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
地
に
深
く

根
ざ
し
た
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
が
、
チ

ェ
コ
の
国
民
的
音
楽
を
作
り
上
げ
て
ゆ

゜
＜
 劇

場
を
や
め
、
教
会
の
オ
ル
ガ
ン
奏

者
と
な
っ
て
作
仙
に
励
ん
だ
が
、
ど
う

し
て
も
収
入
は
減
る
こ
と
に
な
る
。
結

婚
し
た
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
は
、
と
て

も
豊
か
な
暮
し
を
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
。

だ
が
、
竹
乏
作
曲
家
に
幸
運
が
訪
れ

る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
府
に
よ
る
奨

学
金
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ

た
。

帝
究
し
た
の
は

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ハ
ン

ス
リ

ッ
ク
、
ヨ
ハ
ン

・
ヘ
ル
ベ
ッ
ク
、

そ
し
て
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
で
、

ら
上
演
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
る
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
交
細
益
皿
や
室
内
楽
の
作

仙
家
と
い
う
レ

ッ
テ
ル
は
、
は
が
さ
れ

る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
が
、
活
動
的
な

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
は
な
く
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
作
品
で
表
現
し
よ
う
と
す

る
野
心
を
持
つ
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
祖
国
へ
の
愛
梢
は
、
別

の
姿
で
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

• 

ウ
ィ
ー
ン
で
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
イ

ギ
リ
ス
で
も
認
め
ら
れ
た
ド
ヴ
ォ
ル
ジ

ャ
ー
ク
を
、
ア
メ
リ
カ
が
拍
い
た
。

破
格
の
条
件
を
得
て
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ

ャ
ー
ク
は
ア
メ
リ
カ
に
お
も
む
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
音
楽
院

の
院
長
に
就
任
し
、
作
仙
家、

指
揮
者、

そ
し
て
教
育
家
と
し
て
、
お
よ
そ
二
年

間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご

し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
と
て
も
居
心
地
が
良
か

っ
た
。
汽
車
や
汽
船
は
あ
る
し
、
コ

ン

サ
ー
ト
で
も
成
功
を
収
め
、
ア
メ
リ
カ

で
の
名
声
も
生
ま
れ
た
。
ア
メ
リ
カ

の

黒
人
特
有
の
音
楽
や
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
音
楽
に
接
す
る
こ
と
も
で

き
た
。

そ
れ
で
も
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
は
、

三
人
は
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
の
オ
能
に

燈

い
た
の
だ
っ
た
。

と
り
わ
け
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、
梢
極
的

に
若
く
才
能
あ
る
音
楽
家
を
支
援
し
た
。

交
牌
曲
も
オ

ペ
ラ
も
作
り
、
作
仙
家

と
し
て
の
名
声
を
築

い
た
こ
ろ
、
ウ
ィ

ー
ン
に
出
て
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
オ
ペ
ラ

を
作
る
よ
う
誘
わ
れ
た
。
望
み
通
り
の

国
際
的
名
戸
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
こ

の
誘
い
を
断
わ
る
。

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
は
ボ
ヘ
ミ
ア
の

作
鼎
家
だ
っ
た
。

◆
 

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
は
交
響
鼎
等
器

楽
の
作
鼎
家
か
、
そ
れ
と
も
オ
ペ
ラ
の

作
仙
家
か
？

現
在
で
は
明
ら
か
に
前
者
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、

当
時
の

風
潮
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
異
例
で
あ

っ
た
。
東
ヨ

ー

ロ
ッ

パ
の
国
民
楽
派
の

作
仙
家
た
ち
は
、
オ
ペ
ラ
、
あ
る
い
は

標
題
音
楽
に
傾
斜
し
て
い
た
か
ら
だ
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、

チ
ェ
コ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
十
九
泄

紀
の
後
半
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
た
。

ボ
ヘ
ミ
ア
王
を
兼
ね
る
皇
帝
は
、

二
重

帝
国
を
作
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
位
を
、

少
く
と
も
名
目
上
対
等
な
も
の

に
し
た

が
、
チ
ェ
コ
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

故
郷
へ
の
想
い
を
つ
の
ら
せ
る
。
交
郭

仙
「
新
世
界
か
ら
」
に
、
そ
の
想
い
を

聴
き
と
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

と
も
か
く
「
新
泄
界
か
ら
」
の
ほ
か
、

弦
楽
四
重
奏
曲
「
ア
メ
リ
カ
」
な
ど
、

今
日
ド
ヴ
ォ
JV
ジ
ャ

ー
ク
の
代
表
作
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
作
品
を
杏

い
て
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
は
プ
ラ
ハ

に
戻
っ

た
。

• 

晩
年
の
ド
ヴ
ォ
JV
ジ
ャ

ー
ク
は
栄
光

に
輝
い
て
い
た
。

ス
メ
タ
ナ
の
あ
と
を

受
け
て
、
チ
ェ
コ
の
国
民
音
楽
を
完
成

に
迫
き
、
そ
の
声
価
を
世
界
中
に
示
し

た
大
作
鼎
家
と
し
て
、
羽
敬
を
集
め
た
。

す
で
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
勲
意
を

得
て
い

た
が
、

一
九

0
一
年
に
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
終
身
上
院
議
員
と
し
て
設

族
に
列
せ
ら
れ
て

い
る
。
同
じ
年
に
は

プ
ラ
ハ
音
楽
院
の
院
長
に
就
任
し
た
。

六

0
歳
の
誕
生
日
は
、
国
を
挙
げ
て
の

お
祝
い
に
な
っ
た
。

グ
ス
タ
フ

・
マ
ー
ラ
ー
は
ド
ヴ
ォ
ル

ジ
ャ

ー
ク
の
支
持
者
と
な
り
、
ウ
ィ

ー

ン
で
そ
の
作
品
を
演
奏
し
た
。
ア
ル
ト

ゥ
ー

ロ
・
ト
ス
カ
ニ

ー
ニ

は
ミ
ラ
ノ
で

゜

．．．．．． 最
後
の
作
品
と
な
っ

た
オ

ペ
ラ
「
ア

ル
ミ
ダ
」
の
初
演
に
、
身
体
を
悪
く
し

7
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►

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー

ク
愛
用
の
ス
コ
ア

。

交
醤
曲
第

6
番
作
品

60
（
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク

・
ホ
ー
ル
）

►

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー

ク
自
ら
が
カ
ッ
ト
し
た
右

の
ス

コ
ア
の

一
部
。

◄

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
の
奏
い
た
ヴ
ィ
オ
ラ

（
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
附
物
館
）

7

0

 



た
ド
ヴ

ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
は
出
席
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
失
敗
に
終
り
、
現
代

で
も
評
価
の
高
く
な
い
作
品
だ
っ
た
か

ら
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

、
o

,＇“
 一

九

0
四
年
の
五
月
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ

ヤ
ー
ク
は
プ
ラ
ハ
で
死
去
し
た
。
プ
ラ

ハ
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
音
楽
愛
好

家
が
悲
し
ん
だ
。

◆
 

プ
ラ
ハ
に
住
ん
だ
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー

ク
だ
が
、
も
と
も
と
ボ
ヘ
ミ
ア
の
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
る
の
が
性
に
合
っ
て
い

る
人
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
訪
間
で
成
功

を
勝
ち
得
た

一
八
八
四
年
、
そ
れ
ま
で

も
た
び
た
び
訪
れ
て
い
た
ヴ
ィ
ソ
カ
ー

に
地
所
を
買
い
、
別
荘
を
作

っ
た
。
毎

年
春
か
ら
秋
、
つ
ま
り
冬
を
除
く

一
年

中
み
た
い
な
も
の
だ
が
、
こ
の
別
荘
で

雑
ら
す
の
が
常
だ

っ
た
。

確
か
に
ヴ
ィ
ソ
カ
ー
は
緑
の
多
い
、
い

か
に
も
ボ
ヘ
ミ
ア
ら
し
い
の
ど
か
な
場

所
だ
。
も
と
も
と
カ
ウ
ニ

ッ
ツ
伯
爵
の

領
地
で、

い
ま
も
そ
の
館
が
建
っ
て
い

レ
オ
シ
ュ
・
ヤ
ナ
ー
チ
H
ク

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の
町
は
プ
ラ
ハ
で
は
り
六
歳
年
上
。
現
代
の
音
楽
界
で
、
ヤ

な
い
。
プ
ル
ノ
で
あ
る
。

ナ
ー
チ
ェ
ク
は
相
当
の
場
所
を
占
め
て

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
チ
ェ
コ

（ボ

い
る
け
れ
ど
、
マ

ー
ラ
ー
の
よ
う
に
華

ヘ
ミ
ア
）
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ス
ロ
ヴ

ァ
キ

や

か

な
作
曲
家
で
は
な
い
。

ア
の
三
つ
の
「
国
」
か
ら
成
っ
て
い
る
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
が
ヤ
ナ
ー
チ

が
、
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
エ
ク
に
は
ふ
さ
わ
し
い
の
か
も
し
れ
な

人
だ

っ
た
。

レ
オ
シ
ュ

・
ヤ
ナ
ー
チ
ェ

ク
は、

一

子
供
の

こ
ろ
か
ら
音
楽
的
才
能
を
発

八
五
四
年
に
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
フ
ク
ヴ
ァ
揮
し
た
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
、
プ
ラ
ハ
の

ル
デ
ィ
で
生
ま
れ
、

一
九
二
八
年
、
オ
オ
ル
ガ
ン
学
校
で
学
び
、
さ
ら
に
ラ
イ

ス
ト
ラ
ヴ

ァ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
一

プ
ツ
ィ

ヒ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
も
、
学
ぶ
た

生
の
大
部
分
を
過
ご
し
た
の
は
モ
ラ
ヴ
め
に
お
も
む
い
た
。
し
か
し
学
ぶ
こ
と

ィ
ア
の
首
都
ブ
ル
ノ
だ
っ
た
。

は
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
れ
だ
け
優
秀

ボ
ヘ
ミ
ア
で
生
ま
れ
た
マ

ー
ラ
ー
よ
だ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ

れ
だ
け
個
性
的
だ

っ
た
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
そ
う
。
確
か
に
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク

の
音
楽
語
法
は
独
得
で
、
音
楽
の
歴
史

か
ら
少
々
離
れ
た
と
こ
ろ
に

立
っ
て
い

る
。ブ

ル
ノ
で
、
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
音
楽

学
校
を
設
立
し
て
そ
こ
で
教
え
、

音
楽

雑
誌
を
作
っ
て
評
論
を
書
い
た
。

つ
ま

り
ブ
ル
ノ
の
音
楽
界
の
中
心
人
物
だ
っ

、J
o

t
 と

は
い
え
プ
ル
ノ
は
大
都
市
で
は
な

か
っ
た
。

い
や
、
い
ま
で
も
、
チ
ェ

コ

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
第
二
の
都
市
と
は
い
え
、

第

一
の
都
市
プ
ラ
ハ
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
。
田
舎
町
と
呼
ぶ
に
は
大
き
過
ぎ

る
が
、
文
化
的
に
豊
か
な
と
こ
ろ
と
い

う
わ
け
で
は
な
い

。

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
に
、
他
所
に
ゆ
く
機

会
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
ワ
ル

シ
ャ
ワ
か
ら
招
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

壮
年
時
代
、
プ
ラ
ハ
で
の
成
功
を
望
ん

だ
が
、
も
し
「
イ
ェ
ヌ

ー
フ
ァ
」
が
上

演
さ
れ
、
成
功
し
て
い
た
ら
、
ど
う
な

っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
長

い
あ
い
だ
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
ブ
ル
ノ
に

い
て
、
そ
の
独
自
性
を
育
く
ん
だ
。
か

な
り
歳
を
重
ね
て
か
ら
、

プ
ラ
ハ
や
ウ

ィ
ー
ン
で
の
成
功
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

こ
ろ
に
は
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の
音
楽
も
人

．．

．
 

生
も
、
す
で
に
決
っ
て

い
た
。

ブ
ル
ノ
に
は
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
が

一
九

1
0
年
か
ら
住
ん
だ
家
が
残
さ
れ
、
記

念
館
に
な
っ
て

い
る
。
劇
場
に
は
ヤ
ナ

ー
チ
ェ
ク
の
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。

墓
地
に
シ

ン
プ
ル
な
墓
が
あ
る
。
音
楽

好
き
に
と
っ
て
、
ブ
ル
ノ
は
ヤ
ナ
ー
チ

ェ
ク
の
町
で
あ
る
。◆

 

バ
ル
ト
ー
ク
に
先
ん
じ
て
、
ヤ
ナ
ー

チ
ェ
ク
は
民
族
的
な
音
楽
索
材
に
注
目

し
、
そ
れ
を
生
か
し
た
。

つ
ま
り
モ
ラ

ヴ
ィ
ア
の
民
俗
的
な
音
楽
の
要
索
で
あ

る
。
バ
ル
ト
ー
ク
ほ
ど
深
入
り
は
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の
作

品
に
は
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
民
俗
的
な
音

楽
性
が
随
所
に
顔
を
出
す
。

し
か
し
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
た
だ
地
方

的
な
作
曲
家
で
は
な
か
っ
た
。
複
雑
な
、

し
か
し
耳
に
は
や
さ
し
い
（
易
し
く
も

優
し
く
も
あ
る
）
牌
き
と
リ
ズ
ム
、
そ

し
て
伝
統
か
ら
離
れ
、
モ
チ
ー
フ
を
独

得
な
や
り
方
で
組
合
せ
る
方
法
は
、
民

俗
性
よ
り
も
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
と
い
う
作

曲
家
の
個
性
に
属
し
て
い
る
。

プ
ラ
ハ
で
学
ん
だ
折
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ

ャ
ー
ク
と
知
り
合
い
、
歳
の
離
れ
た
友

人
と
し
て
親
し
く
つ
き
合
っ
た
が
、

音

楽
的
に
は
む
し
ろ
ロ
シ
ア
の
ム
ソ
ル
グ

ス
キ
ー
と
の
近
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

何
よ
り
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の
音
楽
を
特

徴
づ
け
る
の
は
、
そ
の
文
学
性
と
主
観

性
の
弛
さ
だ
ろ
う
。
人
の
「
語
り
方
」

に
関
心
を
持
ち
、
研
究
し
た
ヤ
ナ
ー
チ

ェ
ク
は
、
声
と
言
葉
と
を
重
視
す
る
作

曲
家
だ

っ
た
。

さ
ら
に
人
間
の
心
理
へ
の
関
心
も
、

作
品
に
強
く
表
わ
れ
て
い
る
。

当
然
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の
作
品
の
中
心

を
占
め
る
の
は
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。
世
界

中
で
高
い
評
価
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
実
は
ご
く
最
近
な
の
だ
け
れ
ど
、

, __ ,_1111 
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る
。
森
の
奥
に
は
小
さ
な
泉
が
あ
る
。

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
は
、

こ
こ
で
水
の

梢
「
JV
サ
ル
カ
」
の
想
を
練

っ
た
と
い

゜
ニノ

プ
ラ
ハ
に
は
立
派
な
ド
ヴ
ォ
JV
ジ
ャ

ー
ク
記
念
館
が
あ
る
。
街
の
ま
ん
中
な

の
に
、

美
し
い
庭
園
が
あ
る
。
十
八
世

紀
の
初
め
に
辿
て
ら
れ
た
館
は
、

実
は

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
と
縁
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
の
だ
が
、

一
九
三
二
年
か
ら
、

追
品
等
を
集
め
、
記
念
館
と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
る
。

◄

ヤ
ナ
—
チ
ェ
ク
の
胸
像
（
ヤ
ナ

ー

チ
ェ
ク
記

念
館）

7
2
 



い
る
。

一
九
二
八
年
、
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
カ

ミ
ラ
と
そ
の
息
子
を
自
分
の
故
郷
に
と

も
な
う
。
（
実
は
そ
の
夫
も

一
緒
だ

っ
た

が
、
用
事
が
あ
っ
て
途
中
で
帰

っ
た
の

で
あ
る
）
こ
の
と
き
に
風
邪
を
ひ
き
、

肺
炎
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
も
と
で
ヤ
ナ

こ
こ
で
マ
ー
ラ
ー
の
音
楽
的
才
能
が

芽
ば
え
た
。
父
親
か
ら
買
っ
て
も
ら
っ

た
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
巧
み
に
弾
い
て

評
判
に
な
っ
た
の
は
四
歳
の
と
き
、
自

分
か
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
く
よ
う
に
な
っ
た

の
は
六
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
公
開
の
場

で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
の
は
十
歳
。

い
く
つ
も
の
作
品
が
現
役
で
あ
る
点
で

は
、
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
ス
メ
タ
ナ
を
し

の
ぎ
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
最
大
の

オ
ペ
ラ
作
家
で
あ
る
。

代
表
作
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
は
「
イ

ェ
ヌ

ー
フ
ァ
」
で
、
こ
れ
は
ヤ
ナ
ー
チ
ェ

ク
の
生
前
す
で
に
ウ
ィ
ー
ン
を
は
じ
め

各
地
で
上
演
さ
れ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
演

目
に
な
っ
て
い
た
。
プ
ル
ノ
出
身
で
、

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
オ
ペ

ラ
で
活
躍
し
た
大
ソ
プ
ラ
ノ
、
マ

リ
ア

・
イ
ェ
リ
ツ

ア
が
、
イ
エ
ヌ
ー
フ

ア
を

各
地
で
歌
っ
た
の
が
、
人
気
を
排
し
た

理
由
の

一
っ
だ
ろ
う
か
。

名
声
を
得
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
力
を
発
揮
し
、
多
く

の
作
品
を
書
い
た
。
人
の
表
現
を
重
視

し
、
言
策
を
重
視
し
た
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク

が
、
自
分
自
身
で
台
本
を
書
き
、
作
曲

し
た
四

つ
の
オ
ペ
ラ
は
、
い
ず
れ
も
二

0
世
紀
に
お
け
る
と
り
わ
け
重
要
な
舞

台
芸
術
と
な
っ
て
い
る
。
「
カ
ー
チ

ャ
・

カ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ァ
ー」

「
利
口
な
女
狐
の
物

語
」
「
マ
ク
ロ
プ
ー

ロ
ス

事
件
」
だ
。

と
き
に
は
陰
惨
な
、
そ
し
て
心
理
的

要
索
の
弛
い
オ

ペ
ラ
で
、
万
人
向
け
で

な
い
の
は
確
か
だ
が
、
精
緻
で
特
別
な

魅
力
を
持
っ
た
作
品
な
の
も
確
か
。

成
功
を
収
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

~ 

liiiiii::l! 

の
ヤ
ナ
ー
チ

ェ
ク
は
、
器
楽
曲
も
手
が

け
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
弦
楽
四
重
奏

曲
第

一
番
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
ク
ロ
イ

ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
」
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
得
て
作
ら
れ
て
い
る
し
、

第
二
番
は
「
内
緒
の
手
紙
」
と
呼
ば
れ

．．． 

る
よ
う
に
、
自
分
自
身
を
語
っ
た
も
の

で
、
や
は
り
文
学
的
な
要
索
の
強

い
も

の
が
多
い
。

．
 

オ
ペ
ラ
で
、
そ
し
て
器
楽
で
も
、
ヤ

ナ
ー
チ
ェ
ク
の
音
楽
は
ど
こ
か
官
能
的

な
牌
き
を
宿
し
て
い
る
。
本
人
に
そ
う

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
か

っ
た
か
ら
だ

ろ
う
か
。

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
は
二
七
歳
の
と
き
、

短
く
な
い
恋
愛
の
末
、
ま
だ
十
六
歳
に

滴
た
な
い
ズ
デ
ン
カ
と
結
婚
し
た
。
こ

の
結
婚
生
活
は
ヤ
ナ
ー
チ

ェ
ク
の
死
ま

で
続
く
。
だ
が
六
三
歳
の
と
き
、
カ
ミ

ラ
・
シ
ュ
テ
ス
ロ
ヴ
ァ

ー
と
い
う
、
自

分
よ
り
三
八
歳
若
い
人
妻
に
、
激
し
い

恋
心
を
抱
く
。
こ
の
関
係
も
死
ぬ
ま
で

続
い
た
。

「
消
え
た
男
の
日
記
」
「
カ

ー
チ
ャ
・
カ

ヴ
ァ
ノ
ヴ
ァ

ー」

「
利
口
な
女
狐
の
物

語
」
「
マ

ク
ロ
プ
ー
ロ
ス
事
件
」
そ
し
て

弦
楽
四
重
奏
鼎
「
内
緒
の
手
紙
」
は
、
カ

ミ
ラ
ヘ
の
愛
情
の
影
饗
下
に
作
ら
れ
て

ー
チ
ェ
ク
は
死
去
し
た
。

妻
ズ
デ
ン
カ
と
カ
ミ
ラ
と
の
対
立
は
、

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の
死
後
ま
で
持
ち
越
さ

れ
た
ら
し
い
。

◆
 

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
の
作
品
は
、
チ
ェ
コ
、

そ
し
て
ド
イ
ツ
圏
で
は
、
第
二
次
大
戦

ク
ス
タ
フ
・
マ
ー
ラ
ー

了
八
六

0
年
、
グ
ス
タ
フ
・
マ

ー
ラ

ー
が
生
ま
れ
た
の
は
、
プ
ラ
ハ
と
ウ
ィ

ー
ン
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
小
さ
な
村
カ

リ
シ
ュ
ト
だ
っ
た
。

だ
が
両
親
は
と
も
に
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ

ヤ
人
で
、
チ
ェ
コ
人
で
は
な
か
っ
た
。

生
ま
れ
て
半
年
も
し
な

い
う
ち
、
引

越
し
た
が
、
生
地
と
は
さ
ほ
ど
離
れ
て

い
な
い
、
や
は
り
ボ
ヘ
ミ
ア
の
イ
グ
ラ

ウ
と
い
う
町
に
移
っ
て
い
る
。
銀
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
る
地
方
の
中
心
地
で

あ
る
。

十
五
歳
で
ウ
ィ
ー
ン
に
出
て
学
び
、

や
が
て
活
動
の
場
を
世
界
に
広
げ
た
マ

ー
ラ
ー
は
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の

音
楽
家
で
は
な

い
。
生
ま
れ
故
郷
で
、

前
に
評
価
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

が
、
世
界
的
に
広
ま

っ
た
の
は
戦
後
で

あ
る
。

マ
ー
ラ
ー
の
よ
う
に
は
な
ら
な

い
に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
支
持

者
を
獲
得
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。

マ
ー
ラ
ー
は
優
遇
さ
れ
ず
、
そ
の
生
家

も
、
小
さ
な
記
念
の
板
が
張
り
つ
け
ら

れ
て
い
る
だ
け
。

し
か
し
マ
ー
ラ
ー
が
育
ち
、
そ
の
音

7
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▲
►
マ
ー
ラ
ー

の
像
と
生
家
の
外
観

◄

若
き
日
と
晩
年
の
ヤ
ナ
ー

チ
ェ
ク
夫
妻
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楽
を
投
っ
た
の
は
確
か
に
ボ
ヘ
ミ
ア
だ

っ
た
。

家
の
近
く
に
軍
隊
の
駐
屯
地
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
聞
こ
え
る
ラ
ッ
パ
の
音
や
行

進
曲
が
、
マ

ー
ラ
ー
の
交
饗
曲
の
中
に

現
わ
れ
る
と
い
う
の
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
マ

ー
ラ
ー
の
音
楽
全
体
に
、
ボ
ヘ
ミ
ア
か

ら
吸
収
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
投
分
が
し
み

込
ん
で
い
る
。

ポ
ス
フ
ラ
フ
・
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ー

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
に
続
い
て
、
世
界
的
ス
メ
タ
ナ
や
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
よ
り
、

な

評

価

を

得

る

よ

う

に

な

っ

た

の

が

マ

独

立
し
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
生

ル
テ
ィ
ヌ

ー
だ
。
一

八
九

0
年

、

ボ

ヘ

き

て

い

た

マ

ル

テ

ィ

ヌ

ー
の
ほ
う
が
、

ミ
ア
の
高
原
の
町
ポ
リ
チ
ュ
カ
に

生

ま

ず

っ

と
ひ
ど
い
目
に
会
っ

た
。
パ

リ
に

れ、

一
九
五
九
年
ス
イ
ス
の
リ
ー
ス
タ
い
る
あ
い
だ
に
ナ
チ
が
そ
の
力
を
拡
大

ー

ル
で
死
去
し
て
い
る
。

し
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。

プ
ラ
ハ
の
音
楽
院
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
そ
し
て
チ
ェ
コ
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ

を
学
ん
だ
マ
ル
テ
ィ
ヌ

ー
は、

一
九

一

た
。

三
年
に
チ
ェ
コ

・
フ
ィ
ル
ハ

ー

モ
ニ

ー

十
を
越
え
る
オ
ペ
ラ
、
四
つ
の
交
響

管
弦
楽
団
に
入
団
し

‘
1
0年
間
そ
の
曲
な
ど
、
多
作
家
だ
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ヌ

団
員
だ
っ
た
。
は
じ
め
は
独
学
で
作
鼎

ー
は
、
今
世
紀
の
作

lih家
に
し
て
は
多

を
し
て
い
た
が
、

プ

ラ
ハ
で
ヨ

ー
ゼ

フ

く

の

作

品

を

残

し

て

い

る

。
前
衛
的
で

・
ス

ー
ク
（
ド
ヴ
ォ
ジ
ャ

ー
ク
の
弟
子

は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
伝
統
に

で
娘
妍
、
作
鼎
家

・
ヴ

ァ
イ

オ

リ

ニ

ス

沿

っ
た
作
風
だ
が
、
故
郷
ボ
ヘ
ミ
ア
の

ト
）
に
学
び
、

一
九
二
三
年
か
ら
は
バ
音
楽
的
要
索
が
入
っ
て
き
た
り
、
ジ
ャ

リ
で
ア
ル
ベ

ー

ル
・
ル
ッ

セ

ル
に
師
事

ズ

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

し
た
。

一
九
二
八
年
に
弦
楽
四
重
奏
鼎

な
面
を
持
っ
て
い
る
。

チ
ェ
コ
で
の
人

が
音
楽
祭
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
入
選
し
て
気
は
高
い
し
、
日
本
も
含
む
軋
界
の
音

以
来
、
作
曲
家
と
し
て
の
活
動
を
始
め
楽
界
で
、
マ
ル
テ
ィ
ヌ

ー
の
作
品
が
演

奏
さ
れ
る
機
会
は
、
次
第
に
培
え
て
い

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

支

配

下

で

生

き

た

る

。

H
)て
え

l=l

名
を
成
し
て
か
ら
、
マ

ー
ラ
ー
は
た

び
た
び
プ
ラ
ハ
を
訪
れ
て
い
る
。
交
牌

曲
第
七
番
は
プ
ラ
ハ
で
初
演
さ
れ
た
。

プ
ラ
ハ
・
ド
イ
ツ
劇
場
、
現
在
の
ス
メ

タ
ナ
劇
場
で
も
指
揮
し
て
い
る
。

►

ピ
ア
ノ
を
弾
く
マ
ル
テ
ィ
ヌ

ー

(A

・
ホ
ー

フ
マ
イ
ス
タ
ー
画）
。
立
っ
て
い
る
の
は
マ
ル
テ

ィ
ヌ
ー
の
ジ
ャ
ズ

・オ
ペ
ラ
＾
ナ
イ
フ
の
涙
＞

の
台
本
作
家
リ
プ
モ
ン
11

ド
セ
ー
ニュ

。

（
「
音
楽
家
4
0
9
人
の
肖
像
画
」
全
5
巻

楽
之
友
社

Tll
よ
り
）

f
H
u
x口
y
7
*
7長
互

音 7

6

 



指
揮
者
。
チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
を
指
揮
し

ス
メ
タ
ナ
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
、

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
な
ど
に
忘
れ
が
た
い
名

演
を
残
し
て
い
る
。

ヴ
ラ
フ
四
重
奏
団

l
9
4
6
結
成

ス
メ
タ
ナ
、
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
と
並
ぶ
チ

ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
三
大
弦
楽
四
重
奏

団
の
ひ
と
つ
。

ハ
イ
ド
ン
や
ド
ヴ
ォ

JV

ジ
ャ
ー
ク
を
得
意
と
し
た
。

ク
ー
ペ
リ
ッ
ク
（
ヤ
ン
）

1
8
8
0
|
1

9
4
0
 

19
世
紀
未
か
ら
今
世
紀
に
か
け
て
活
躍

し
た
世
界
的
名
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。

ス
メ
タ
ナ
四
重
奏
団

1
9
4
3
結
成

◎
 K
L
A
U
S
 H
E
N
N
C
H
 

チ
ェ
コ
を
代
表
す
る
弦
楽
四
重
奏
団
。

ス
メ
タ
ナ
の
「
わ
が
生
涯
」
を
す
べ
て

暗
譜
で
演
奏
し
た
こ
と
で
も
有
名
。
1

9
8
8
年
に
解
散
。

ゼ
レ
ン
カ
（
ヤ
ン

・
デ
ィ
ス
マ
ス
）

1
6

7

9
1
1
7
4
5
 

後
期
バ
ロ
ッ
ク
期
の
作
曲
家
。
ド
レ
ス

デ
ン
で
長
く
活
躍
、
カ
ー
ル
六
世
の
プ

ラ
ハ
で
の
戴
冠
の
た
め
に
オ
ペ
ラ
を
作

曲
し
た
。

タ
ー
リ
ヒ

（
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
）

1
8
8
3

|
1
9
6
1
 

チ
ェ
コ
・
フ
ィ
ル
育
て
の
親
と
も
仰
が

3
 

ア
ン
チ
ェ
ル

（
カ
レ

J
V
)
1
9
0
8
|
7

べ
し
(

‘`ヽ̀
A

指
揮
者
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
彼
の
息
子
で
あ

る
。

ク
ー
ペ
リ
ッ
ク
（
ラ
フ
ァ

エ
ル）

1
9
1

4
|
 

バ
イ
エ
ル
ン
放
送
交
評
楽
団
と
の
数
多

く
の
名
盤
で
知
ら
れ
る
指
揮
者
。
特
に

マ
ー
ラ
ー
、
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ

ー
ク
が
十

八
番
。

グ
ル
ペ
ロ
ー
ヴ
ァ

（
エ
デ
イ
タ
）

1
9
4

6
|
 

現
代
最
高
の
コ
ロ
ラ
ト
ゥ

ー
ラ
・
ソ
プ

ラ
ノ
。
オ
ペ
ラ
は
も
ち
ろ
ん
、

宗
教
曲
、

歌
曲
ま
で
そ
の
す
べ
て
が
必
聴
と
言
え

る
ほ
ど
。

コ
シ
ュ
ラ
ー
（
ズ
デ

ニ
ェ
ク
）

1
9
2
8
|

束
京
都
牌
に
し
ば
し
ば
客
演
、
多
く
の

れ
る
名
指
揮
者
。
〈
プ
ラ
ハ
の
春
〉
の
創

立
に
も
尽
力
し
た
。
チ
ェ
コ
音
楽
の
解

釈
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。

ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
（
ア
ン
ト
ニ
ン
）

1
8
4
1
|
1
9
0
4
 

チ
ェ
コ
国
民
楽
派
を
代
表
す
る
大
作
仙

家。

管
弦
楽
か
ら
室
内
楽
、
オ

ペ
ラ
に

至
る
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
多
く
の
傑
作
を

迫
し
た
。

ド
ヴ
ォ
ル
ス
キ
ー
（
ペ
テ
ル
）
1
9
5
2
|

テ
ノ

ー

ル
歌
手
。
世
界
の
オ
ペ
ラ

・
ハ

ウ
ス
で
広
範
な
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
こ
な

す
。
宗
教
仙
で
も
そ
の
名
唱
は
光
っ
て

い
る
。

ノ
イ
マ
ン

（ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
）
1
9
2
0
1

名
演
で
も
お
な
じ
み
の
指
揮
者
。
モ

ー
ツ

ァ
ル

ト
か
ら
現
代
仙
ま
で
誠
実
は

演
奏
を
聴
か
せ
る
。

コ
ン
ヴ
ィ
チ
ュ
ニ
ー
（
フ
ラ
ン
ツ
）

1

9

0
1ー

1
9
6
2

名
指
揮
者
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ゲ
ヴ
ァ

ン
ト
ハ
ウ
ス
の
楽
長
と
し
て
ド
イ

ツ

・

ロ
マ
ン
派
の
演
奏
で
高
い
評
価
を
得
て

、
こ
。

し

t
サ
ー
ド
ロ

（
ミ
ロ
シ
ュ
）

1
9
1
2
|

チ
ェ
コ
・
ト
リ
オ
、
ス
ー
ク

・
ト
リ
オ
な

で
主
に
室
内
楽
で
活
躍
。
チ
ェ
コ
・
フ

ィ
ル
の
ソ
リ
ス
ト
も
務
め
る
。

シ
ュ
タ
ー
ミ
ッ
ツ
（
ヤ

ン）

1
7
1
7
ー

5

7

 

作
鼎
家
、
指
揮
者
。

マ
ン
ハ
イ
ム
楽
派

の
中
心
人
物
と
し
て
ハ
イ
ド
ン
、
モ

ー

ツ
ァ
ル
ト
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
に

影
饗
を
与
え
た
。

ス
ー
ク
（
ヨ
ゼ
フ
）
1
8
7
4
ー
1
9
3
5

作

Hll家
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
「
弦
楽

の
た
め
の
セ
レ
ナ
ー
ド
」

な
ど
が
有
名
。

同
名
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
は
孫
に
あ

た
る
。

現
代
チ
ェ
コ
を
代
表
す
る
指
揮
者
。
チ

ェ
コ

音
楽
は
も
ち
ろ
ん
、
マ

ー
ラ
ー
な

ど
で
も
堅
実
な
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ

る
。

ノ
ヴ
ァ
ー
ク
（
ヴ
ィ
ー
チ
ェ
ス
ラ
フ
）

1

8
7
0
|
1
9
4
9
 

作
鼎
家
。
プ
ラ
ハ
音
楽
院
で
ド
ヴ
ォ

JV

ジ
ャ

ー
ク
に
学
ぶ
。
印
象
主
義
的
な
作

風
で
代
表
作
に
交
靱
詩
「
永
述
と
あ
こ

が
れ
」
な
ど
。

パ
ネ
ン
カ
（
ヤ
ン
）

1
9
2
2
ー

ピ
ア
ニ
ス
ト
。
ス
ー
ク

・
ト
リ
オ
創
立

時
か
ら
の
メ
ン
バ

ー
で
、
特
に
室
内
楽

で
多
く
の
成
果
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
。

プ
シ
ホ
ダ
（
ヴ
ァ

ー
シ
ャ
）

1
9
0
0
ー

6

0

 

ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
多
彩
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
蔀
罷
な
音
色
で
、
パ
ガ

ニ
ー
ニ

な
ど
技
巧
的
な
血
で
そ
の
真
価
を
発
揮

し
た
。

ボ
ッ
プ

(JV
チ
ア
）

1
9
3
9
._

名
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
恵
ま
れ
た
容
姿
と

愛
ら
し
く
美
し
い
声
で

60
|
70
年
代
の

オ
ペ
ラ

・
ハ
ウ
ス
を
席
巻
す
る
。
後
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
移
住
。

マ
ル
テ
ィ
ヌ
ー
（
ボ
フ
ス
ラ
フ
）

1
8
9

0
ー

1
9
5
9

チ
ェ
コ
近
代
の
大
作
曲
家
。
主
に
管
弦
楽
、

室
内
楽
、
ピ
ア
ノ
曲
で
名
作
を
迫
す
。

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
音
楽
家
た
ち

7

9

 

近
年
と
み
に
そ
の
評
価
が
高
ま
っ
て
い

る
。

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
（
レ
オ
シ
ュ
）

1
8
5
4

_
1
9
2
8
 

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
西
部
の
モ
ラ
ヴ

ィ
ア
地
方
を
代
表
す
る
大
作
曲
家
。
オ

ペ
ラ
や
室
内
楽
に
多
く
の
傑
作
を
生
み

出
し
た
。

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
四
重
奏
団

1
9
4
7

結
成

ス
メ
タ
ナ
、
ヴ
ラ
フ
と
並
ぶ
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ

ァ
キ
ア
を
代
表
す
る
弦
楽
四
重
奏

団
。
特
に
名
を
冠
し
た
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク

の
演
奏
は
素
晴
ら
し
い
。

ル
ー
ジ
イ
チ
コ
ヴ
ァ

（
ス
ザ
ナ
）

1
9
2

8
|
 

チ
ェ
コ
第

一
流
の
ハ

ー
プ
シ

コ
ー
ド
奏

者
。
バ
ッ
ハ
と
ヘ
ン
デ
ル
を
主
要
レ
バ

ー
ト
リ
ー
に
し
て
｀

堅
実
な
演
奏
を
す

る
。

ス
ー
ク
（
ヨ
ゼ
フ
）

1
9
2
9
|

7

8

 




